
今年の冬は例年より雪が少なく、過ごしやすい

冬になると思われましたが、最低気温がまさかの

－30.3℃に到達。1990 年以来、30 年ぶりの-30℃

超えの記録となり、冬は決して優しくないことを

思い知らされました。

そんな冬も終わり、白く覆われていた山々には

明るい緑が見え始め、佐呂間町にもようやく春の

訪れが。市街地から少し離れた道路の脇には、ふ

きのとうやタラの芽などの山菜が自生しており、

帰り道に採ることもしばしば。それを家に持ち帰

り、天ぷらにして食べれば気分は春満点！！

とれたての山菜を食べることができるのは、田

舎の特権なのかもしれません。

「佐呂間町サポーターズ倶楽部」の開設から 6

年弱、ついに会員数 3,000 名を突破いたしまし
た！突破記念として、新たな特典をご用意いたし

ました。詳しくは同封のチラシをご覧ください。

佐呂間町サポーターズ倶楽部ネットワーク 2021年
春号

会員特典リニューアル

☆あじわい市場

・今まで先着 20 名を定員としていた送料半額負担

（上限 1,000 円）を、あじわい市場 2021 年春号

から先着 50 名に増員！

☆宿泊特典

・特典の商品が一部リニューアル！

・もりた旅館が特典対象施設に追加！

佐
呂
間
町
は
、
全
国
で
も
有
数
の
日
照
時
間
の
多
い
地
域
に

位
置
し
て
お
り
、
昼
夜
の
温
度
差
が
あ
る
内
陸
型
気
候
の
た

め
、
と
て
も
農
業
に
適
し
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

北
海
道
で
一
番
大
き
な
湖
〝
サ
ロ
マ
湖
〟
に
面
し
て
お
り
、

〝
ホ
タ
テ
養
殖
発
祥
の
地
〟
と
し
て
、
漁
業
の
ま
ち
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
肥
沃
な
大
地

と
寒
冷
な
気
候
は
、
乳
用
牛
の
飼
育
に
と
て
も
適
し
て
お
り
、

酪
農
や
畑
作
も
非
常
に
盛
ん
で
す
。

町
内
で
は
、
人
口
の
お
よ
そ
２
倍
に
相
当
す
る
約
９
３
０
０

頭
の
乳
用
牛
が
飼
育
さ
れ
、
近
年
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
の
導
入

や
法
人
化
経
営
な
ど
、
大
規
模
化
も
進
ん
で
お
り
、
４
８
０
頭

以
上
を
飼
育
し
て
い
る
酪
農
家
さ
ん
も
い
ま
す
。

☆新特典

・サロマ応援マイレージ

・フォト＆ムービーキャンペーン

発
見
！
サ
ロ
マ
の
魅
力
！

佐
呂
間
町
で
は
、
年
間
５
万
ト
ン
を
超
え
る
生
乳
を

生
産
し
て
お
り
、
町
内
の
森
永
乳
業
佐
呂
間
工
場
に
出

荷
さ
れ
ま
す
。

集
め
ら
れ
た
生
乳
は
、
「
佐
呂
間
町
ふ
る
さ
と
納
税
」

で
も
大
人
気
の
〝
北
海
道
バ
タ
ー
〟
な
ど
に
加
工
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
、
農
村
は
に

わ
か
に
活
気
づ
き
、
豊
か
な
秋
の
実
り
に
想
い
を
馳
せ

て
、
日
々
の
地
道
な
作
業
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま
す
。

ど
こ
ま
で
も
続
く
大
草
原
で
、
草
を
食
べ
る
牛
た
ち

を
思
い
、
熱
い
情
熱
を
注
ぎ
、
日
々
汗
を
流
す
酪
農
家
さ

ん
達
の
努
力
が
、
本
町
酪
農
の
発
展
を
支
え
る
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
第
４
弾
！

～
サ
ロ
マ
の
牛
乳
～

★ウォッシャー液プレゼント廃止

・町内ガソリンスタンドでの給油でウォッシャー液

プレゼント特典は2020年 3月 31日をもちまして、

廃止とさせていただきます。

新特典の詳細は同封のチラシをご覧ください！



佐呂間町サポーターズ倶楽部事務局（佐呂間町役場企画財政課内）

〒093-0592 北海道常呂郡佐呂間町字永代町３番地１

℡ 01587-2-1214 Fax 01587-2-3368 Email sarosapo@town.saroma.hokkaido.jp

Twitter・Facebook・Instagram ＠sarosapoclub

佐呂間ダイアリー

◆１月

１１日 成人式 延期

２７日 佐呂間保育所雪中運動会

２８日 若佐保育所雪中運動会

◆２月

１０日 浜佐呂間保育所冬のお楽しみ会

中旬 かまくら雪まつり 中止

サイエンスキャラバン 中止

中旬 寿大学「学園祭」 中止

◆３月

１日 佐呂間高校卒業式（卒業生 23名）

１５日 佐呂間中学校卒業式（卒業生 42 名）

２２日 佐呂間小学校卒業式（卒業生 34 名）

２４日 若佐小学校卒業式（卒業生 11名）

浜佐呂間小学校卒業式（卒業生 1名）

住所変更など、会員登録情報に変更があった場合

は、電話・メール等ご自身が連絡しやすい方法で構

いませんので、速やかにご連絡をお願いします。

佐呂間町の世帯数と人口（令和 3年 3月 31 日）

世帯数 2,415 世帯 人口 4,917 人

佐呂間町サポーターズ倶楽部人口 3,045人

合 計 7,962 人

〔前号人口比較 16 人増〕

町民の出生と死亡 さろサポ新規登録

R3. 1 月 出生 6人 死亡 7人 21 人

2 月 出生 2人 死亡 9人 15 人

3 月 出生 2人 死亡 8人 26 人

さ
ろ
ま
の
歴
史

～
佐
呂
間
の
は
じ
ま
り
～

〇
佐
呂
間
の
開
基

佐
呂
間
町
は
平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）
に
開
基
百
年
、

２
０
２
１
年
現
在
で
１
２
７
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
明
治
２
７
年
（
１
８
９
４
年
）、
青
森
県
出
身

の
鈴
木
甚
五
郎
氏
が
川
口
東
（
現
浜
佐
呂
間
）
へ
入
植
。

当
時
は
ま
だ
佐
呂
間
町
で
は
な
く
〝
鐺
沸
（
ト
ウ
フ
ツ
）

村
〟
と
い
う
名
前
で
し
た
。
鈴
木
氏
の
入
植
に
続
い
て
、

ど
ん
ど
ん
と
農
業
開
拓
を
目
指
し
、
入
植
者
が
押
し
寄
せ

ま
し
た
。
大
正
２
年
に
は
つ
い
に
、
１
，
２
５
２
戸
と
な

り
、
人
口
は
４
，
３
５
９
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

〇
鐺
沸
村
の
独
立

戸
数
も
１
，
２
５
０
戸
を
超
え
、
財
政
的
に
は
村
を
経
営
す
る
に
十
分
な

状
態
で
し
た
。
当
時
の
鐺
沸
村
は
、
常
呂
村
に
設
置
さ
れ
て
い
た
戸
長
役
場

（
現
在
の
町
村
役
場
の
前
身
）
の
行
政
範
囲
で
あ
っ
た
た
め
、
鐺
沸
村
に
役

場
は
な
く
、
行
政
的
な
手
続
き
を
す
る
に
は
、
常
呂
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
距
離
、
な
ん
と
最
短
で
も
２
０
ｋ
ｍ
。
当
時
は
車

な
ど
無
く
、
徒
歩
か
馬
で
の
移
動
で
あ
っ
た
た
め
、
村
民
は
悪
路
を
３
日
ほ

ど
か
け
て
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

大
正
２
年
、
村
民
の
苦
労
を
見
か
ね
た
中
川
亀
太
氏
と
橘
三
次
郎
氏
が
道

庁
に
独
立
請
願
書
を
提
出
。
翌
年
３
月
に
請
願
通
り
告
示
さ
れ
、
４
月
１
日
、

鐺
沸
村
役
場
の
開
庁
と
と
も
に
北
見
国
常
呂
郡
鐺
沸
村
と
し
て
独
立
を
果
た

し
ま
し
た
。

〇
村
境
界
と
村
名
改
称

す
で
に
形
成
さ
れ
た
集
落
や
地
形
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、
現
在
の
境
界

線
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
名
は
サ
ロ
マ
ベ
ツ
原
野
に
相
応
し
く
、

〝
佐
呂
間
村
〟
に
改
称
さ
れ
、
新
し
い
村
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

↓
農
家
家
族
の
正
装
姿
（
大
正
３
年
）


